
藤野まゆさん（生命・食料科学専攻・博士後期課程 1年）が一般社団法人日本土

壌肥料学会の 2025 年度大会で「若手口頭発表優秀賞」を受賞しました。 

 

生命・食料科学専攻応用生命・食品科学コース・博士後期課程 1 年の藤野まゆさんが、一般

社団法人日本土壌肥料学会の 2025 年度大会で「若手口頭発表優秀賞」を受賞しました。日

本土壌肥料学会は、食糧の生産に深く関係している土壌学、肥料学、植物栄養学の近代的な

理論と技術体系を構築することを目的として、１９２７年に設立された学術団体であり、国

土資源の保全に関連する環境科学の分野なども取り込んで発展を重ね、現在では約 2,200 名

の会員を擁し、研究活動や技術開発の範囲を広げています。この度、藤野さんは、博士研究

として取り組んでいる「熱帯湿潤地における微生物間相互作用の評価：有機物施用が与える

影響」の研究内容および口頭発表を評価されて受賞しました（本賞に関する詳細は 

https://jssspn.jp/info/secretariat/20251028_02.html を参照ください）。 
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